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報恩寺の四尊石仏

ほうおんじのしそんせきぶつ
報恩寺の四尊石仏
加古川市文化財解説シート（石造美術13、 通番15号）
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1 基
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南北朝時代、文和２（1353）年２月
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報恩寺は、中世の印
いんなみのしょう

南荘の中心寺院で、現在の平
へいそう

荘

町山
やまかど

角の平荘小学校の東に位置しています。和銅２

（709）年に慈
じしんしょうにん

心上人が開き、13 世紀の後
ご う だ い ん

宇多院の頃

に證
しょうけん

賢上人が再興したと伝えられる古
こ さ つ

刹です。『西大

寺末寺帳』にも載る中世の真言律宗寺院で、鎌倉時

代から室町時代の多くの石造品が残り、中世文書を

中心に貴重な古文書が伝わるなど、中世の寺社の姿

を知るうえで重要な寺院として知られています。

石
せっかん

棺材を利用したこの石仏は、報恩寺本堂の背後

の墓地に西面して立ち、古墳時代の石棺材に、横に

一列に並んだ４軀
く

の阿
あ み だ に ょ ら い

弥陀如来坐像を半肉彫りして

います。石棺は、この地域で竜
たつやまいし

山石と呼ばれている

凝
ぎょうかいがん

灰 岩製の組合せ式石棺の長
ちょうそくせき

側石と考えられ、背面

に溝の加工痕
こん

があることから、これらの像が石棺材

の外側に彫出されていることがわかります。

阿弥陀如来像は、いずれも舟
ふながた

形の輪
りんかく

郭を彫りくぼ

めた中に半肉彫りしており、線刻した蓮
れ ん げ ざ

華座上に座

しています。像高はそれぞれ約 18.8cm です。

また、この石仏には銘
めいぶん

文があり、向かって右から

第二尊と第三尊の間に「文和二□（｢季｣ に見えるが、

あるいは ｢年｣ かもしれません｡）」、また、第三尊と

第四尊の間に「二月」の文字が陰刻されています。こ

のことから、この石仏が南北朝時代の文和２（1353）

年２月のものと考えられます。

石棺材に複数の仏像

を彫り出したこのよう

な形式の石仏は、加古

川地域の特色を示すも

ので、また、製作年代

が明らかなこの石仏は、

この地域の中世の石仏

を考えるうえで基準と

なる貴重なものです。

（拓本／『加古川市史第7巻』から転載、文･写真／宮本）
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